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本プログラムは計算中の参照診断量を算出し、エネルギー評価を行う。総エネルギーは
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で定義され、ポテンシャル項 Φij には重力・接触・拘束が含まれる。エネルギーの時間発展は
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と評価され、散逸係数 γi は材料減衰を表す。診断結果は時間積分器の安定性確認に利用され、閾値を超える
逸脱が検出された際には即座に報告が行われる。
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